
















なってきた。本学においても昨年 7 月（2017 年 7 月）か
ら四肢切断者を対象に陸上教室を開始した。 
 本学で実施する障がい者陸上教室の目的は、以下に挙げ
































 2017 年 7 月より活動を開始し、現在（2018 年 8 月）ま




2017 年 7 月 「NUHW ParaTFC」活動開始。 
2017 年 12 月 多くのパラアスリートの義足製作に従事
している義肢装具士を招いて練習会と講演会を実施。 
2018 年 5 月 「第 19 回新潟県障がい者スポーツ大会」
に 3 選手が出場。全員が自己ベストタイムを更新。 





















図 1 練習風景 
 
【考察】活動開始から 1 年が経過し、目的とする障がい者
スポーツの普及と推進、学生教育、研究活動、そして地域
連携と健康増進において、少しずつではあるが形になり始
めている。しかしながら、目的の一つであるパラアスリー
トの支援および育成までには至っていない。今後は専門的
知見や多面的意見が必要であり、他分野の学科教員および
学生と連携を深めていく必要がある。 
 
【結論】本学で活動する「障がい者陸上教室（NUHW 
ParaTFC）は、義肢パーツメーカー協力のもと、近隣医
療機関ならびに義肢製作企業との連携も構築されつつあ
る。本学学生は障がい者スポーツを身近に感じ、積極的に
支援している。今後も本活動の情報を発信し、より多くの
方々が興味を持ち、参加してくれることを願う。 
Ｐ－17
－ 42 －
第18回  新潟医療福祉学会学術集会
